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欧文数字を入力

1

2

3

4

5

6

7

9

8

10

1

2

3

4

5

6

7

9

8

10

昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可（ ）

欧文数字を入力

た
こ
と
を
受
け
、
協
会
か
ら
も

パ
ブ
コ
メ
を
提
出
し
た
。
概
要

は
（
下
枠
）
の
通
り
（
※
協
会

の
パ
ブ
コ
メ
の
全
文
及
び
国
税

局
の
通
達
案
は
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.iiir

you.com
/

に
掲
載
）。

　
今
年
も
税
務
調
査
が
始
ま
り

ま
す
。
税
務
調
査
は
あ
く
ま
で

供
任
意
調
査
僑
で
あ
り
、
税
務

署
員
の
言
い
な
り
に
な
る
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
改
正
」
法
施

行
後
も
こ
の
原
則
に
変
更
は
あ

饗

尭

仰

暁

驚驚驚驚驚驚驚驚驚驚驚驚

驚驚驚驚驚驚驚驚驚驚驚驚

凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝

凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
凝
「
准
看
学
校
の
受
験
者
に

は
、
介
護
の
場
に
お
い
て
看

護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
な

い
た
め
に
歯
痒
い
思
い
を
感

じ
た
と
い
う
切
実
な
気
持
ち

で
の
受
験
者
が
多
い
と
い

う
。
看
護
師
に
な
る
道
は
い

く
つ
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
」、「
経
済
的
不
如
意

の
た
め
先
に
准
看
か
ら
入
っ

て
み
よ
う
と
い
う
若
者
も
い

る
は
ず
。
こ
の
人
々
の
道
を

閉
ざ
す
つ
も
り
か
」

県
と
し
て

責
任
の
あ
る
施
策
を

　「
医
療
現
場
を
無
視
し
た

全
く
唐
突
な
話
で
、
断
固
容

認
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
関
係

者
と
の
十
分
な
審
議
を
重
ね

た
上
で
決
定
し
て
ほ
し
い
」、

「
花
火
の
よ
う
な
問
題
提

起
。
し
っ
か
り
と
国
全
体
を

考
え
た
医
療
政
策
を
提
示

し
、
責
任
あ
る
提
言
を
し
て

も
ら
い
た
い
！
」

い
、
▽
准
看
護
師
の
現
場
で

の
役
割
・
貢
献
度
を
否
定
す

る
と
の
批
判
、
▽
准
看
を
募

集
し
て
も
応
募
が
な
い
等
の

確
保
困
難
の
事
実
の
提
示
、

▽
正
看
護
師
の
大
病
院
集
中

の
下
、
就
学
支
援
で
准
看
護

師
の
養
成
確
保
で
支
え
て
い

る
開
業
医
、
中
小
病
院
の
担

う
第
一
線
医
療
の
崩
壊
へ
の

危
機
感
を
訴
え
る
も
の
に
、

集
中
し
て
い
る
。

　
以
下
、
そ
の
中
か
ら
代
表

的
な
も
の
を
紹
介
す
る
。
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人
採
用
す
れ
ば
、
実
額
計
算
と

な
り
、
措
置
法
差
額
は
多
く
な

い
。

　
高
齢
開
業
医
の
国
民
年
金
の

受
給
額
は
、
月
４
万
か
ら
５
万

円
程
度
。
患
者
さ
ん
や
地
域
医

療
へ
の
公
的
な
使
命
感
を
維
持

し
つ
つ
、
老
後
の
生
活
費
を
維

持
す
る
た
め
に
細
々
な
が
ら
医

院
を
続
け
て
い
る
の
が
実
際
の

と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
も
し
措

置
法
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
高
齢
の
医
師
は
廃
業
を

考
え
る
方
が
出
て
く
る
。
措
置

法
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
医
師

の
可
処
分
所
得
を
減
ら
す
こ
と

で
あ
る
。

　
所
得
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近

い
状
況
に
な
れ
ば
閉
院
す
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
そ
う
な
る

と
、
予
防
接
種
や
学
校
健
診
、

休
日
当
番
医
な
ど
、
近
隣
の
医

師
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な

る
。

い
て
も
、
措
置
法
適
用
者
で
５

千
万
円
境
界
域
に
対
し
、
重
点

的
に
税
務
調
査
に
入
る
と
い
う

現
象
が
起
こ
っ
た
。

高
齢
医
師
の
閉
院
が
、

近
隣
医
院
へ
の

し
わ
寄
せ
に
！

　
開
業
当
初
、
税
務
署
か
ら
青

色
申
告
を
し
て
青
色
専
従
者
給

与
を
出
す
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、

措
置
法
差
額
は
多
い
時
で
も
３

０
０
万
円
位
だ
っ
た
。
し
か
し

今
で
は
、
収
入
が
減
少
し
た
一

方
で
経
費
は
変
わ
ら
な
い
た

め
、
措
置
法
差
額
は
約
１
０
０

万
円
程
度
。
パ
ー
ト
職
員
を
１

く
る
た
め
、
上
限
を
設
け
る
こ

と
に
は
反
対
だ
っ
た
。
実
際
、

医
療
機
器
等
に
そ
れ
ほ
ど
経
費

が
掛
か
ら
な
い
精
神
科
、
皮
膚

科
、
内
科
等
の
医
院
は
、
措
置

法
を
適
用
す
る
た
め
５
千
万
円

以
内
に
抑
え
る
方
も
一
部
に
出

て
き
た
。
ま
た
、
税
務
署
に
お

中
で
、
こ
の
措
置
法
は
、
多
く

の
開
業
医
の
生
活
基
盤
の
下
支

え
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
医
療

設
備
を
充
実
す
る
た
め
の
資
金

に
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
平
成
元
年
、供
医
師
優
遇
税

制
僑
と
マ
ス
コ
ミ
に
叩
か
れ
、

竹
下
政
権
時
に
、
消
費
税
３
％

の
導
入
と
同
時
に
措
置
法
　
条
２６

が
縮
小
さ
れ
、　供
保
険
診
療
収

入
５
千
万
円
以
下
僑
と
い
う
上

限
額
が
設
け
ら
れ
た
。

　
当
時
、
医
師
会
誌
に
、「
上
限

設
定
は
患
者
の
た
め
に
な
ら
な

い
」
と
投
稿
し
た
。
５
千
万
円

以
内
に
抑
え
る
た
め
に
、
休
診

日
を
増
や
す
医
療
機
関
も
出
て

　
　
歳
を
超
え
、
体
力
的
な
面

７０
で
診
療
時
間
を
短
く
し
た
こ
と

も
あ
る
が
、
保
険
収
入
か
ら
経

費
を
引
い
た
所
得
金
額
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。
自

費
収
入
は
無
い
の
で
、
事
業
税

を
払
っ
た
こ
と
は
な
い
。
申
告

形
態
は
、
殆
ん
ど
措
置
法
を
適

用
し
て
い
る
。

　
逗
子
に
開
業
し
て
　
年
に
な

３５

る
が
、
開
業
初
年
度
は
実
額
計

算
で
申
告
し
、
そ
れ
以
降
は
税

理
士
の
勧
め
で
、
当
時
の
五
段

階
（
上
限
額
無
し
）
の
概
算
経

費
率
（
　
％
～
　
％
）
で
申
告

５２

７２

し
て
い
た
。
診
療
報
酬
が
物
価

に
ス
ラ
イ
ド
し
て
上
が
ら
な
い

高高
齢齢
医医
師師
をを
廃廃
業業
にに
追追
いい
込込
むむ

措措
置置
法法
のの
廃廃
止止
にに
反反
対対
！！

 Ｄ
Ｒ
 に
聞
く
医
業
税
制
⑥

ド
ク
タ
ー

佐藤 健 先生（医科）
たけし

り
ま
せ
ん
の
で
、「
税
務
調
査
・

対
応
の
ポ
イ
ン
ト
　
か
条
」（
次

１０

号
折
り
込
み
予
定
）
に
則
り
毅

然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
税
務
調
査
の
連
絡
が
来
た

ら
、
協
会
・
税
対
経
営
部

（
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２

１
１
１
）
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

利
が
侵
害
さ
れ
か
ね
な
い
規
定

だ
け
が
盛
り
込
ま
れ
た「
改
正
」

法
が
成
立
し
た
。

　
今
回
、
法
施
行
に
あ
た
り
税

務
署
員
向
け
に
発
出
さ
れ
る

「
法
令
解
釈
通
達
」
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
募
集
さ
れ

守
る
「
納
税
者
権
利
憲
章
」
の

制
定
も
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

民
・
自
・
公
３
党
で
の
修
正
協

議
の
結
果
、「
憲
章
」
の
策
定
は

見
送
ら
れ
、
帳
簿
類
の
持
ち
帰

り
や
、
無
予
告
調
査
を
実
質
可

能
に
す
る
な
ど
、
納
税
者
の
権

　
税
務
調
査
時
の
手
続
な
ど
を

定
め
た
、「
改
正
」
国
税
通
則
法

は
２
０
１
１
年
　
月
末
に
可

１１

決
・
成
立
し
、　
年
１
月
１
日

１３

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
当
初
は
、
納
税
者
の
権
利
を

　
昨
年
　
月
末
、
会
計
検
査
院
は
、
措
置
法
　
条
（
四
段
階
経
費
率
）
の
利

１０

２６

用
状
況
の
意
見
書
を
財
務
大
臣
に
提
出
し
た
。
同
意
見
書
で
は
、「
多
額
な

自
費
収
入
が
あ
る
の
に
措
置
法
を
利
用
し
て
い
る
」、「
概
算
経
費
率
と
実
際

経
費
率
に
開
差
が
あ
り
、
多
額
な
措
置
法
差
額
が
発
生
し
て
い
る
」
等
を
挙

げ
、
検
証
を
財
務
省
、
厚
労
省
に
要
請
し
て
い
る
。
厚
労
省
だ
け
で
な
く
、

日
本
医
師
会
で
も
四
段
階
税
制
に
つ
い
て
の
、会
員
実
態
調
査
を
は
じ
め
る

な
ど
、
秋
に
向
け
具
体
的
に
動
き
は
じ
め
た
。
今
回
、
逗
子
市
で
佐
藤
皮
膚

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
す
る
佐
藤
健
先
生
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

上
限
額
設
定
で
起
こ
っ
た
矛
盾

税
務
調
査
員
の
専
横
に
ク
ギ

「
改
正
」
国
税
通
則
法
通
達
の

パ
ブ
コ
メ
を
提
出

協会のパブリックコメント
◇質問検査権の対象に「カルテは含まない」ことを明確化すべき。

◇調査官は“罰則付与”を可能とする形で帳簿類の提示・提出の求め

ができることとされたが、調査官が納税者に罰則をちらつかせて威
圧的な要求を行わないよう教育・指導を徹底すべき。

◇提出物件の税務署内の「留め置き」について返還期限の目安を示す

とともに、納税者からの返還請求権を明記すべき。

◇事前通知は茨書面により、芋1カ月前までに、鰯「調査の理由」を
明らかにし、允臨場の人数も明記した上で行うべき。

◇ 調査の対象となる帳簿に、「必要に応じ進行年度分も含む」とされ

たが、現況調査は違法である。

◇「事前通知を要しない場合」の例示の1つに「第三者が立ち会いを

求めるなど調査の適正な遂行に支障を及ぼすことが推進される場
合」が挙げられているが、削除すべき。

◇再調査の要件が抽象的で歯止めがきかなくなるおそれがあるため、

要件は明確化すべき。

　
黒
岩
知
事
の
准
看
護
師
養

成
の
廃
止
に
関
し
、
既
報
の

と
お
り
会
員
調
査
で
圧
倒
的

に
「
反
対
」
が
現
場
の
声
と

な
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
は

反
対
　
・
１
％
、
賛
成
２
・

９５

９
％
、
わ
か
ら
な
い
２
・
０

％
（
回
答
者
１
０
２
名
）
と

な
っ
た
。

　
具
体
的
な
意
見
の
記
載
も

７
割
に
上
っ
て
お
り
、
主
に

▽
現
場
無
視
の
方
針
は
混
乱

を
招
く
、
▽
看
護
職
員
の
不

足
の
現
実
を
理
解
し
て
い
な

准
看
養
成
廃
止

反
対
が
圧
倒
数

　
看
護
職
員
不
足
が
加
速
し
現
場
混
乱
招
く

 続  報 

診
療
所
は
准
看
に
頼
っ
て
い

ま
す
。
准
看
の
新
卒
者
が
い

な
く
な
れ
ば
、
求
人
し
て
も

ま
す
ま
す
お
手
上
げ
。
地
域

医
療
に
深
刻
な
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
こ
と
は
確
実
で
す
」、

「
看
護
師
不
足
の
た
め
、
手

術
件
数
制
限
、
病
棟
閉
鎖
へ

追
い
込
ま
れ
る
病
院
も
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
知
事
は

何
を
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
？
」

看
護
師
へ

道
は
広
い
門
戸
を

　「
准
看
学
校
に
通
う
人
は

働
き
な
が
ら
看
護
師
を
目
指

し
て
い
る
人
が
多
い
。
看
護

師
へ
複
数
の
道
を
開
い
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
」、

い
」、「
今
で
さ
え
看
護
師
を

募
集
し
て
も
全
く
応
募
が
な

く
、
正
看
は
大
病
院
志
向
。

　
地
域
医
療
を
守
る
観
点
か
ら

措
置
法
　
条
、
事
業
税
非
課
税

２６

措
置
の
存
続
を
切
望
す
る
。

（
聞
き
手
　
Ｍ
）

状
で
は
、
経
費
を
抑
え
、
自
身

の
生
計
を
維
持
す
る
た
め
に
ぎ

り
ぎ
り
の
経
営
を
し
て
い
る
中

で
、
医
業
税
制
の
廃
止
は
経
営

を
さ
ら
に
厳
し
く
す
る
。
措
置

法
　
条
の
廃
止
、
保
険
診
療
の

２６
事
業
税
非
課
税
の
廃
止
は
、
医

療
の
公
共
性
を
政
府
が
否
定
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
地

元
行
政
と
協
力
し
て
地
域
住
民

の
健
康
維
持
に
献
身
的
に
貢
献

し
て
き
た
開
業
医
の
使
命
感
を

削
ぐ
こ
と
に
な
る
。
崩
壊
さ
せ

た
使
命
感
を
元
に
戻
す
こ
と

は
、
非
常
に
難
し
い
。

　
会
計
検
査
院
の
資
料
で
は
、

特
例
適
用
者
１
千
９
２
９
人

中
、　
％
の
１
千
８
５
５
人
は

９６

自
費
を
含
め
た
医
業
収
入
が
６

千
万
円
以
下
で
あ
る
。

　
措
置
法
適
用
者
の
措
置
法
差

額
が
多
額
で
あ
る
な
ど
数
少
な

い
事
例
を
強
調
し
て
、
大
多
数

の
措
置
法
適
用
者
を
切
り
捨
て

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
高
齢
開
業

医
だ
け
で
な
く
、
過
疎
地
域
で

代
々
開
業
し
て
き
た
医
療
機
関

も
、
人
口
の
多
い
場
所
に
移
転

す
る
よ
う
に
な
る
。
医
業
税
制

を
廃
止
し
て
一
時
的
に
税
収
が

上
が
っ
た
と
し
て
も
、
一
度
崩

壊
し
た
地
域
医
療
を
元
に
戻
す

に
は
多
額
の
支
出
が
伴
う
。

ス
と
な
っ
た
。
昨
年
の
改
定
で

も
実
質
±
ゼ
ロ
改
定
で
、　
年
１０

前
よ
り
も
収
入
は
改
善
し
て
い

な
い
。

　
診
療
報
酬
が
　
年
前
の
水
準

１０

よ
り
も
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
の
で
あ
れ
ば
わ
か
る
が
、
現

抑
制
策
が
強
行
さ
れ
、
診
療
報

酬
の
連
続
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
よ

り
　
年
間
で
約
８
％
の
マ
イ
ナ

１０

　
診
療
報
酬
へ
の
供
課
税
僑
を

政
府
が
ど
う
見
る
か
が
重
要
で

あ
る
。
小
泉
政
権
で
、
医
療
費

一
度
崩
壊
し
た
使
命
感
は

元
に
戻
ら
な
い

：

 最 終 回 

 　「
現
場
で
は
１
人
で
も
多

く
の
看
護
師
を
必
要
と
し
て

い
る
の
に
、
信
じ
ら
れ
な

県
下
の
看
護
師
不
足
は
深
刻


